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介護保険制度による介護サービスの利用は在宅サービスを中心に増加しており、2010年には約 400万
人となっている。そのうち、訪問看護サービスは、在宅療養の継続のために家族介護者を含む家族を単
位として支援しているが、訪問看護サービスを利用している要介護者は重度の傾向にあり、家族介護者
は「ほぼ終日介護」に追われ、家族介護者の 6割は、「家族の病気や介護」の他に「自分の病気や介護」
や「収入・家計」、「自分の仕事」など介護生活におけるストレスを抱え家族介護者の健康が脅かされて
いる状況にある。 
目的  
本研究の目的は、介護による健康への影響が懸念される家族介護者の健康に対する訪問看護師の認識
と家族介護者の健康への支援を明らかにし、訪問看護における家族介護者の健康支援のあり方への示唆
を得ることである。 
方法  
訪問看護の臨床経験 3 年以上の中堅訪問看護師 5 名に対し、半構造化面接を実施した。調査期間は、
2011年 12月～１月であった。インタビュー内容は、訪問看護師の認識している家族介護者の健康状況
や健康課題および健康への支援について問い、インタビューの内容は、対象者の許可を得て録音し逐語
録を作成した。データ分析は、逐語録をもとに、目的にそって意味が読み取れる単位で抽出し、コード
に分けカテゴリー化し、訪問看護師の家族介護者の健康の認識と支援を記述した。 
結果  
 訪問看護師の家族介護者の健康の認識は、介護者の身体的、精神的な側面から単に捉えるのではなく、
家族介護者の健康は＜家族介護者の介護と生活の調和＞ある介護者の生活の主観的なよい状態として
認識していた。訪問看護師は、具体的に介護者のよい健康状態として介護をしながら様々な健康活動に
取り組む介護者を把握していた。家族介護者のよりよい健康に影響する要因として、訪問看護師は、＜
要介護者の安定した病状の継続＞、＜介護力の獲得＞、＜家族介護者の柔軟な介護の捉え方＞として捉
えていた。これらは、家族介護者の健康状態を査定する視点であり、また、具体的な家族介護者の健康
への支援の方向性を示すものであった。 
考察  
訪問看護師は、家族介護者の健康を家族介護者の身体的、精神的な状態の判断からだけではなく、家
族介護者の介護生活の調和感や安定感、安寧など介護者の主観的な状態を家族介護者の健康として認識
していた。実際の訪問看護では、家族介護者の健康ニーズが判断されても、1 時間程度の訪問の中で、
家族介護者に直接的に健康への支援をすることは難しい状況にある。しかし、本研究の結果から、訪問
看護における要介護者の病状安定への支援や、介護者が計画的な介護ができるための介護指導など間接
的な家族介護者の支援が介護者の健康につながることが示された。今後は、この結果からさらに家族介
護者の介護と生活の安定や調和としての健康を構成する概念と訪問看護の支援との関連を探求し、具体
的な家族介護者の健康への支援を明らかにする必要がある。 
結論   
訪問看護師は、家族介護者が介護と生活の調和として主観的な状態を家族介護者の健康として認識し
ていた。訪問看護師の家族介護者の健康への支援は、要介護者の病状の安定や介護力や柔軟性の向上な
どの間接的な支援が、介護者自身が自らの健康を高めることを可能にする支援につながっていた。 
